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小型トラック 電動パーキングブレーキ
ダイアグコード７１検出時の対応方法のお知らせ

小型トラックに搭載されている電動パーキングブレーキにつきまして、 車両が停車する前に使用す
る等の操作をすることで、 メーターの 「電動パーキングブレーキ故障ランプ」 が橙色に点灯し、 
ダイアグコード７１ （パーキングブレーキシュー摩耗） を検出することがあります。
上記の故障コード検出時に適切な対応をしないと最悪の場合、 パーキングブレーキの構成部品が
損傷してパーキングブレーキが効かなくなるおそれがありますので、 ダイアグコード７１を検出した
際の対応方法をご案内いたします。

■	対象車両

小型トラック　電動パーキングブレーキ搭載車

■電動パーキングブレーキの特定の使用方法により部品が損傷した例

■	その他の部品の損傷例

例② ： ストラットとシューの嵌合部

例③ ： ケーブル

例① ： ストラットとレバーの嵌合部

降車後に車両が動き出してしまい
事故が発生

レバーが摩耗

レバーの摩耗例 ストラットの摩耗例

No.3 ケーブルが
破断していた

レバー
ストラット

No.3 ケーブル

シュー ASSY
シューの摩耗例

ケーブルの破断例
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■	ダイアグコード７１検出時の対応方法

◆以下の４点の部品を交換してください。

①シューＡＳＳＹ、　②レバー、　③ストラット、　④ No.3 ケーブル

【注意】 ダイアグコード７１検出時は、初期学習の実施のみで終了せず、 必ず部品交換をしてください。

上記の部品が摩耗しているおそれがあり、 最悪の場合、 電動パーキングブレーキが使用でき
なくなりますので、 すみやかに日野販売会社の整備工場へご相談ください。

◆ダイアグコード７１が検出された場合は、 パーキングブレーキの使用方法をご確認ください。

・ 車両が完全に停止する前に、 パーキングブレーキを使用しないでください

・ブレーキペダルを踏まずに、パーキングブレーキで車両を停車させないでください（緊急時を除く）

上記のような使用方法を繰り返すことで、 電動パーキングブレーキの構成部品の早期摩耗に 
つながります。

※パーキングブレーキの使用方法の注意点はリーフレットでもご案内しています。

右の QR コードよりご確認ください。

URL ： https://www.hino.co.jp/ts/vehicle_maintenance/pdf/20211026.pdf


